
仕様書 

１ 件名 

  参議院議員通常選挙にかかる事務従事者の宿泊用寝具借入 

 

２ 内容 

選挙事務従事職員の宿泊用寝具の賃貸借 

 

３ 借入寝具明細 

 

４ 借入期間及び借入組数 

  令和７年７月１９日（土）～令和７年７月２１日（月）・・・レンタル一式  １３組 

  搬入出については、当該日の午前中に行うこと。 

   

５ 納品場所  大阪市住之江区御崎３－１－１７ 大阪市住之江区役所４階エレベーター前 

 

６ 特記事項 

・本業務を通じて知りえた情報を第三者に漏らしてはならない。 

 ・契約後における仕様書の疑義は、本市の解釈によるものとする。 

 ・納品物に不良品があった場合は、代替品と交換すること。 

 ・納品に際しては建物及びそれに付随する設備等を損傷することのないよう、充分な措置 

を講じること。万一、損傷を与えた場合は受注者において完全に修復すること。 

 ・納品時における搬入用車両の駐車場所については担当者の指示に従うこと。 

 ・契約金額には、配達料等本契約にかかる全ての費用を含むものとする。 

・搬入に際してエレベーターを使用することは可能である。 

（内寸：幅 1600mm 奥行 1500mm 高さ 2300mm / 入口：幅 900mm 高さ 2100mm） 

 

７ 担当 

大阪市住之江区役所総務課（大阪市住之江区選挙管理委員会事務局） 

  大阪市住之江区御崎３丁目１番１７号 （住之江区役所２階） 

  電話 ０６－６６８２－９６２６ 担当：渡辺・佐藤 

品　目 数　量 規格サイズ 摘　要 備　考

　掛布団 １枚 150㎝×200㎝ 綿　2.2㎏ 季節に合わせた厚みのもの

　敷布団 １枚 100㎝×200㎝ 綿　5.0㎏

　枕 １個 35㎝×45㎝ パイプチップ　1.3㎏

　包布 １枚 155㎝×205㎝ 横紐

　敷布 １枚 137㎝×250㎝ 平物

　枕カバー １枚 42㎝×68㎝ 筒袋型
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生成 AI利用に関する特記仕様書 

 

受注者又は指定管理者（再委託及び再々委託等の相手方を含む）が生成 AIを利用する場合は、事前に

発注者あて所定様式により確認依頼をし、確認を受けるとともに、「大阪市生成 AI利用ガイドライン（別

冊 業務受託事業者等向け生成 AI 利用ガイドライン第 1.0 版）」に定められた以下の利用規定を遵守す

ること。 

  

生成 AIの利用規定 

 

• 生成 AI を利用する場合は、利用業務の内容、利用者の範囲、情報セキュリティ体制等及び利用規

定の遵守・誓約内容を事前に所定様式※により発注者宛に確認依頼をし、確認を受けること 
※ 所定様式は大阪市ホームページからダウンロードできます 

  https://www.city.osaka.lg.jp/ictsenryakushitsu/page/0000623850.html 

• 前記確認内容に変更等が生じた際には変更の確認依頼をし、確認を受けること 

• 生成 AI は、受注者又は指定管理者の業務支援目的に限定し、市民や事業者向けの直接的なサービ

スには利用しないこと 

• 文章生成 AI以外の画像・動画・音声などの生成 AIの利用は禁止する 

• インターネット上の公開された環境で不特定多数の利用者に提供される定型約款・規約への同意の

みで利用可能な生成 AIの利用を禁止する 

• 生成 AI 機能が付加された検索エンジンやサイトは、一般的にインターネットで公開されている最

新の情報を検索する目的でのみの利用とし、生成 AIによる回答を得る目的での利用を禁止する 

• 生成 AIを利用する場合は、入力情報を学習しない設定（オプトアウト）をして利用すること 

• 契約又は協定の履行に関して知り得た秘密及び個人情報の入力を禁止する 

• 著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利を侵害する内容の生成につながる入

力及びそのおそれがある入力を禁止する 

• 生成・出力内容は、誤り、偏りや差別的表現等がないか、正確性や根拠・事実関係を必ず自ら確認

すること 

• 生成・出力内容は、著作権その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利の侵害がないか必

ず自ら確認すること 

• 生成・出力内容は、あくまで検討素材であり、その利用においては、受注者又は指定管理者が責任

をもって判断するものであることを踏まえ、原則として、加筆・修正のうえ使用すること 

なお、生成・出力内容の正確性等を確認したうえで、加筆・修正を加えずに資料等として利用（公

表等）する場合は、生成 AIを利用して作成した旨を明らかにして意思決定のうえ、利用すること 

• 情報セキュリティ管理体制により、利用者の範囲及び利用ログの管理などにより情報セキュリティ

の確保を徹底して適切に運用すること 

 


